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　以下のスタイルがこのファイルに含まれています。ご利用下さい。

　和文タイトル

　和文氏名・所属

　和文見出し大

　和文見出し小

　連絡先

　基本的に、この見本にテキストを流し込んでしまえばよいと考えています。

　最後に横線の下へ、連絡先を以下の書式で記述して下さい。
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補足

　なお、上記の発表抄録とは別に、英文誌（Journal of Human Ergology）へ掲載用の英文抄録の提出もお願い致します。英文抄録の書式は以下の通りです。ただし、最終的なレイアウトはこちらで行いますので、ページのマージン、行数は自由です（段組は1段でお願い致します）。

提出期限：5月21日(金)までとします。間に合わない方は大会当日受付へ提出してください。提出先は、大会前の場合は、発表抄録と同じです。
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２．タイトル、発表者氏名、所属、アブストラクトの順に記載してください。

３．タイトルと発表者氏名、所属とアブストラクトの間はそれぞれ1行空けてください。

４．著者が複数で所属が異なる場合には、氏名と所属に下の例に示したようなかたちで番号を付けてください。

５．フォントはTimes New Roman,12ポイントとし、所属はイタリックで示してください。

６．段落は分けずに、１段落で記述してください。

【英文アブストラクト書式の例】

A traffic system improvement program based on local good examples: Experiences in Hachinohe

Taro Suzuki 1 and Hanako Nakamura 2
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A new training program for traffic system relying on local good practices was developed jointly with local experts in Hachinohe. The program applied the participatory action-oriented training methodology based on learning local good practices and selecting practicable improvements through serial group work steps. The methodology, spreading to ・・・・・・・. Please continue the description with no paragraph changes.








